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第１回 大田区ＳＤＧｓ推進会議

－事務局資料－

資 料 ３



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組
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１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

令和６年度の振り返り及び令和７年度の方向性
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令和６年度

＜個人向けの取組＞

➢ ワークショップの実施

   ５回（１回は東京都と連携）実施し、計850名が参加

➢ ＳＤＧｓパンフレットの作成

   一般向け、こども向けの２種類を作成

＜個人向けの取組＞

➢ ワークショップの実施

   ２回程度実施予定

➢ デジタルサイネージによる発信

・蒲田駅西口商店街のデジタルサイネージにて

   SDGｓパンフレットの内容等を配信

 ・本庁舎デジタル庁舎案内モニターを活用したPR

＜事業者向けの取組＞

➢ SDGsおおたスカイパートナー制度を開始

 ＳＤＧｓおおたスカイパートナーとして98事業者を認定

＜事業者向けの取組＞

➢ ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー制度を開始

・第２期ＳＤＧｓおおたスカイパートナーとして27事業者を認定

・ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナーとして47事業者を認定

・第３期ＳＤＧｓおおたスカイパートナー・

第２期ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナーを募集予定

➢ 認定事業者向けのイベントを実施予定

 認定事業者同士が交流できるようなイベントを実施予定

令和７年度



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓ推進に向けた主な取組（経済・社会）
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産業のまち未来基金 大田区ものづくり等人材確保のための奨学金返還支援事業

産業のまち未来基金

✓ 区内中小企業の経営基盤を支え、

区内産業集積の維持・発展を図る

令和７年４月１日以降

区内中小製造業

運輸業・建設業の

企業（事業所）に就業

奨学金返還

大田区居住

（40歳未満）

奨学金返還額の

半額を助成

（上限10万円/年 ５年間分）

✓ 人材確保が厳しい区内中小企業の採用を支援

✓ 区内在住・在勤する若年層の経済的負担を軽減

◆ 産業のまち未来基金の創設・大田区ものづくり等人材確保のための奨学金返還支援事業

HICiｔｙにおける実証実験の支援

魅力発信事業の支援

原資にして

✓ HICiｔｙで実証実験を行った企業等が区内へ実証実験を展開する際、

一部費用・調整等を支援

✓ 公共浴場における施設改善費用の一部を助成



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓ推進に向けた主な取組（経済・社会）
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◆ 大田区実証実験・実装促進事業（HOIP）

区が抱える地域課題の解決に資する先進的な技術やソリューションを有するスタートアップ企業に対して、
区内での実証実験を展開するための伴走支援を実施

<令和６年度の実施成果>

【環境清掃部清掃事業課（現：資源環境部ごみ減量推進課）】

✓ プラスチック分別回収制度の周知に「QR Translator」を導入し、

新しい「プラスチック分別回収」に関するルールを15言語で案内

一つの二次元コードで多言語対応を可能とする特許技術

「QR Translator」を用いた情報発信強化

【まちづくり推進部都市計画課】

✓ モビリティプラットフォーム「RYDE PASS」を活用し、

キャッシュレスでの回数券購入を可能とした

✓ デジタル化により取得できるデータの活用検討

アプリケーションを活用したコミュニティバス乗車券の

デジタル化等の提案「RYDE PASS」

QR Translator RYDE PASS

【区民部国保年金課】

✓ 国民健康保険料納入（変更）通知書に「QR Translator」を導入し、

通知書の構成や見方を15言語で案内

◆ ２つの部局の取り組みにおいて、合計で約240件、14言語で

二次元コードの読み取りがあった。 

◆言語カバー率（※）が９６．１％から９９．７％となった。

成

果

※ 言語カバー率とは、大田区内における利用言語に対する対応率をいう。
日本語のみの案内の場合、言語カバー率は９６．１％であったが、本実証にて１５言語での対応
を行ったところ、９９．７％のカバー率となった。

◆ 13件の購入実績があり、うち３名がリピー

ト購入であった。

◆ ７０代の方からも購入があった。

成

果

（矢口特別出張所での周知活動の様子）



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓ推進に向けた主な取組（環境）
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◆ 「カーボンニュートラルの実現」への行動変容の促進

区民の行動変容促進に向けた
省エネ機器等助成事業

事業者の行動変容促進に向けた
CO2可視化システム導入支援事業

✓ 家庭用燃料電池（エネファーム）の設置を助成
✓ 機器導入により家庭でのCO2を削減

家庭用燃料電池（エネファーム）

電気と一緒にお湯をつくれ、CO2が削減できる省エネ機器

都市ガス

水道

燃
料
電
池

電気

熱

▲CO2

✓ 区内事業者に対し、CO2排出量を簡易に
「見える化」できるシステムの導入を支援

各事業者

自社活動の

CO2見える化

区役所

事業者の脱炭素

推進・実態把握 CO2可視化

サービス事業者
導入支援委託

利用状況報告

CO2算定結果

申込・データ入力

区内企業・事業者に
サービスを紹介

効果等の共有

電気やガスなどの請求書の
画像データをアップロード

CO2排出量や増減
などを自動算定

CO2排出量可視化サービス



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓ推進に向けた主な取組（環境）
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◆ 「ボトル to ボトル」水平リサイクル事業・資源プラスチック回収事業

資源プラスチック回収事業

ペットボトルの「ボトル to ボトル」水平リサイクル事業

✓ 使用済みペットボトルを新たなペットボトルに再生する事業

✓ 大田区役所本庁舎１階で回収したペットボトルを、100%ペットボトルに再生

✓ 化石燃料からペットボトルを製造するのと比較して、約６割のCO2を削減

✓ 区内外の事業者４者と連携して実証的に推進

<連携先>
・サントリーホールディングス株式会社
・サントリー食品インターナショナル株式会社
・株式会社寺岡精工
・J＆T環境株式会社

本庁舎に設置したペットボトル減容回収機

✓ これまで可燃ごみとして収集していた廃プラスチックを資源として回収

✓ 令和７年４月から区内全域で展開

✓ 温室効果ガスの排出削減をはじめとした地球環境への負担軽減

✓ ごみの減量と最終処分場の延命化



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

区民向けＳＤＧｓワークショップの実施について
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令和７年度に実施予定のワークショップ（案）

◆ 工場見学及び工場から出る廃材を活用したワークショップ

 <目的>

 ・ 京浜島にある工場を見学し、大田区の「ものづくり」について学ぶ

 ・ 工場から出た廃材を使用してワークショップを実施し、アップサイクルを実践する

 <場所>

   大田区京浜島内の工場とアトリエ

 ＜日程＞

令和８年１月10日（土）、24日（土） （予定）

※上記以外に、区内で実施するイベントにて１回ワークショップを実施予定



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

デジタルサイネージによる発信について
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◆蒲田駅西口デジタルサイネージでの発信

◆本庁舎デジタル庁舎案内モニターでの発信

✓ ＳＤＧｓパンフレットに記載されている
 持続可能なまちづくりのために個人ができる取組の紹介

✓ ＳＤＧｓ未来都市 大田区のＰＲ



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓおおたスカイパートナーとＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナーについて
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➢ 制度の種類

ゴールド

スカイパートナー

スカイパートナー

非認定

➢ 各制度のインセンティブ

◼ 大田区オリジナルＳＤＧｓロゴマークの使用

◼ 認定証の交付

◼ 区HPで事業者名、取組内容等公表

◼ 「大田区公民連携ＳＤＧｓプラットフォーム」

との連携（情報発信・事業者間交流）

◼ 「総合評価落札方式」の加点

◼ 区融資制度「ＳＤＧｓ・脱炭素推進企業支援

資金」の限度額拡大

◼ きらぼし銀行による新たな融資商品の提供

令和６年度開始 令和７年度開始 令和８年度以降

• 多様な主体の参加・促進
• 取組の発展
• インセンティブによる支援

• 地域全体でのＳＤＧｓ推進

現在地

ＳＤＧｓおおた
スカイパートナー

ＳＤＧｓおおた
ゴールドスカイパートナー

• スカイパートナーからゴールドスカイ
パートナーへの移行促進

• 認定事業者の連携促進

• 取組内容の共有
目的



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

第２期ＳＤＧｓおおたスカイパートナー・第１期ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナーの募集
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◆ 申請期間

令和７年４月７日～令和７年５月30日

◆ 認定期間

令和７年７月１日～令和10年６月30日（３年間）

◆ 認定数

 <第２期ＳＤＧｓおおたスカイパートナー>

27事業者

 ■第１期ＳＤＧｓおおたスカイパートナーとの合計

125事業者 （第１期：98事業者、第２期：27事業者）

 <第１期ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー>

47事業者

※24事業者がスカイパートナー・ゴールドスカイパートナー
 両方に認定



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

第２期ＳＤＧｓおおたスカイパートナー 認定結果
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●第２期ＳＤＧｓおおたスカイパートナー（27事業者）

赤土貿易 株式会社KMT 株式会社ニイヅマックス

NPO法人アジア・太平洋まちづくり支援機構 合同会社GU経営総合事務所 株式会社西商店

株式会社アルテクナ 株式会社塩原製作所 株式会社日本政策金融公庫 大森支店

株式会社エース ソレキア株式会社 日本調理機株式会社

株式会社荏原製作所 羽田事務所 ツチヤ産業株式会社 ピークスマーケティング株式会社

一般社団法人大田工業連合会 株式会社道道 ひらやま行政書士事務所

大森建設組合 東洋電熱株式会社 株式会社武甲製作所

KAORINO/カオリ乃 有限会社長島工業所 株式会社松浦製作所

共立信用組合 南信ビルサービス株式会社 村山鋼材株式会社



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

第１期ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー 認定結果
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●第１期ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー（47事業者）

※★：ＳＤＧｓおおたスカイパートナーにも認定されている事業者

アットドウス株式会社★ 株式会社北嶋絞製作所★ 株式会社データ・テック★

有明興業株式会社 株式会社キタセツ 株式会社東京流通センター★

株式会社池田車框製作所 協和工業株式会社 株式会社トコシエ★

株式会社岩崎成型★ 株式会社極東精機製作所 株式会社NAGAOKA

エコー電子工業株式会社★ 株式会社金属被膜研究所 南信ビルサービス株式会社★

EBINAX株式会社★ 株式会社ケイエスアイ 株式会社西尾硝子鏡工業所★

公益財団法人大田区産業振興協会★ 香部興業株式会社 株式会社日本メンブレン

大田区廃棄物処理協同組合 黒光商事株式会社★ 株式会社はとバス★

公益財団法人大田区文化振興協会★ 株式会社こんの 東京営業所★ 深田パーカライジング株式会社

大田区緑化推進協議会 株式会社三栄精機工業 藤東造園建設株式会社

株式会社大田まちづくり公社★ 株式会社三和産業 ムソー工業株式会社

大森造園建設株式会社★ 株式会社城南サービス★ 由布合成化学株式会社

岡高志行政書士事務所★ 株式会社新興化学 株式会社リコー★

川崎重工業株式会社★ 新星電工株式会社 リコージャパン株式会社★

株式会社気生堂印刷所★ 株式会社SUIHO SPACE INNOVATIONS 株式会社リブワークス★

木田工業株式会社 株式会社ソフィアコミュニケーションズ



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

第１期ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー 事業者ロゴ
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１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓおおたスカイパートナー・ゴールドスカイパートナーの業種
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ＳＤＧｓおおたスカイパートナー ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー

1%0%0%4%
22%1%3%1%6%3%8%4%1%2%3%2%1%9%

17%
12%

農業、林業 建設業 製造業

電気・ガス・熱供給・水道業 情報通信業 運輸業、郵便業

卸売業、小売業 金融業、保険業 不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業 宿泊業、飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業

教育、学習支援業 医療、福祉 複合サービス事業

サービス業（他に分類されないもの） 公務（他に分類されるものを除く） その他

建設業, 13%

製造業, 42%

2%
4%

卸売業、小売業, 
6%

不動産業、物品賃

貸業, 6%

4%

2%

2%

2%

サービス業（他に

分類されないも

の）, 9%

4%
その他,

6%

1% 4%

製造業, 21%

1%

3%

1%

6%

3%不動産業、物

品賃貸業, 8%

4%1%2%
3%

2%
1%

サービス業（他に分

類されないもの）, 
9%

公務（他に分類され

るものを除く）, 16%

その他, 13%



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

ＳＤＧｓ認定制度 今後の予定
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８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

ＳＤＧｓおおた
スカイパートナー

第３期

第４期

ＳＤＧｓおおた
ゴールド

スカイパートナー

第２期

第３期

その他

募集期間

⚫ 年２回の募集・認定を予定 （認定期間：１月１日～・７月１日～）

認定期間

募集期間

認定期間

募集期間

認定期間

募集期間

認定期間

（仮）スカイパートナー向けイベント



１ ＳＤＧｓ推進に向けた区の取組

まとめ
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⚫ 区から個人・事業者に対して広くＳＤＧｓを推進

・ワークショップ

・パンフレット

・ロゴマーク

・認定制度

・ロゴマーク

⚫ 事業者と連携した取組や事業者間の連携など、

多数の主体でＳＤＧｓを推進

⚫ 区はＳＤＧｓが広がる仕組みづくりを推進

・事業者間連携

個人

事業者

区

課題

成果 ✓ ＳＤＧｓの認知度は90.8%に到達

✓ ワークショップは波及効果が小さい
✓ 継続的な行動変容が生まれにくい

個人
・パンフレット

・デジタルサイネージ

・ロゴマーク

・認定制度

・ロゴマーク

・認定事業者向けイベント

区

事業者

事業者

・ワークショップ ・日常的な取組やイベント等

（SAF・フードドライブなど）

これまで これから



意見交換のポイント

◼ 区の取組について

➢ 令和６年度、７年度の取組の例

・ 【経済・社会】産業のまち未来基金の創設・大田区ものづくり等人材確保のための奨学金返還支援事業

・ 【経済・社会】大田区実証実験・実装促進事業（HOIP）

・ 【環境】「カーボンニュートラルの実現」への行動変容の促進

・ 【環境】「ボトル to ボトル」水平リサイクル事業・資源プラスチック回収事業

・ 区民向けＳＤＧｓワークショップの実施

・ デジタルサイネージによる発信

・ ＳＤＧｓ認定制度（スカイパートナー・ゴールドスカイパートナー）

◼ 今後の取組の方向性について

➢ 事業者と連携した取組や事業者間の連携について

18
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